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槻市の上牧遺跡（上牧町、梶
原中村町）で、古墳時代初頭
から後期（3世紀前半～6世

紀前半）に存続した集落が発見された
と大阪府文化財センターなどが発表し
た。約30棟の建物跡が確認され、これま
でのところ三島地域東部では最大規模
の集落とのこと。建物跡のほか、周溝墓
5基も見つかっており、居住域と墓域が
同時に確認できた事例は極めて珍しく、
遺存状態も良好だという。また出土した
土器の特徴などから、集落が古墳時代
になって突如形成され、約300年間の長
期にわたって集落が営まれた様子がう
かがえる、貴重な調査事例となった。同
センターの担当者は、「淀川沿いの水

陸の要所に安定した集落が営まれてお
り、古墳時代の人々の往来を考える手
がかりになるのでは」と話した。

高
上牧遺跡三島東部最大規模の集落跡を発見

いがけない妊娠や出産に悩む
女性の電話相談を行うNPO法
人「こうのとりのゆりかごｉn関

西」が、今年6月、神戸市に続き高槻市に面
談窓口を設けたと発表した。1回～数回の
電話相談の後、看護師や臨床心理士など
の相談員が2名以上のチームとなって面談
し、必要に応じて専門家につなぐ。10月末ま

でに計15人39件の電話相談が寄せられた。
これまでに診察や治療を要するひっ迫した
相談はないが、内容は多岐にわたるという。
面談場所は非公表のため、まずは電話で
相談を。匿名や非通知でも可。平日10～16
時、土曜17～21時。日曜・祝日休。「こうのと
り・にんしんSOS」TEL.050-3033-0705
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こうのとりのゆりかご
高槻に面談窓口を設置

津市立味舌（ました）小学校
の2年生約60名が、JA北大阪
が研究するコンテナ型水耕栽

培の食農授業を体験した。農業従事者
の高齢化や都市部の農業離れが懸念さ
れるなか、将来就農する可能性のある児
童たちに体験してもらう農業振興の一環。

児童たちは、10月にJA北大阪南支店
（摂津市）の敷地に設置された人工光型
植物栽培用のパレット内にパセリの苗を
植え付け、今回11月8日に15cmほどに成
長したものを観察した。人工光型植物栽
培とは、土を使わず、光と養液で育つ都
市型農業。天候や季節を問わず、農薬を
使わずに栽培できるとして、注目を浴びて
いる。実体験した児童たちは、「1カ月くら
いで大きくなっていてびっくりした」と笑顔
で授業を受けた。JA北大阪の木下昭男
組合長は「今回の体験で興味を持って、
将来農業をやりたいと思ってもらえたら」
と次世代の農業の担い手に期待する。
後日収穫するパセリは、同小学校給食の
食材として使われる。

摂
小学生がコンテナ型水耕栽培を体験

木市と高槻市の教育委員会
は、両市の代表的な文化財や
遺跡・史跡をデザインした「た

かつき・いばらき歴史遺産カード」の無料
配布を10月6日から始めた。両市は歴史
的にも繋がりが強く、互いの遺跡や博物
館を周遊してもらいたいとの共通の思い
からカードの共同作製を決めた。該当の

遺跡・史跡で風景を撮影し、配布施設で
写真を提示すれば、訪れた遺跡・史跡の
カードを受け取ることができる。4施設、4
遺跡・史跡の計8枚を集めることで、コン
プリートカードも入手可能。茨木市の担当
者は、「両市を周遊して、それぞれの歴
史を知ってもらえるきっかけにしてほし
い」と話す。配布は来年3月31日まで。

茨

高槻と茨木が連携
歴史遺産カード無料配布

計2,000枚が発
行され、茨木市立
文化財資料館や
高槻市立しろあと
歴史館などで配
布されている。無
くなり次第終了。

児童たちは、普段立ち入りが制限されるコンテナ内にエプロンと
マスク着用で入り、成長観察を行った。

大阪府文化財センター提供写真。数ヵ所ある四角く見
えるものが、今回発見された竪穴建物の跡。

中市は11月9日、同市出身の
B’z松本孝弘さんから市文化
芸術振興基金に寄付を受け

たと発表した。この寄付金にはB’z30周
年の記念展示会で行われたオークション
の全落札金額が充てられている。「音楽
を志す学生を応援したい、自分に続くミュ
ージシャンの育成に繋がれば」という松
本さんの意向を踏まえ、今年の全国高等
学校総合文化祭で最優秀賞を受賞した
府立桜塚高校など、軽音楽部のある市
内７つの高校の楽器や設備の購入に贈
呈する予定だ。市の政策企画部の担当
者は「昨年の成人式でもメッセージをい
ただくなど、世界的ギタリストとなられた

今でも地元豊中市を気にかけてくれて
いることに感謝です。“音楽のあふれる
まち・とよなか”を学生と共に推進してい
きたい」と話した。

豊

豊中市に
B’zの松本孝弘さんから寄付

松本孝弘さんは
豊中市生まれ。
B’zのプロデュ
ース、ギター、全
作 曲を担 当 。
2011年、日本
人で初めてグラ
ミー賞のポップ
ス部門を受賞。  

田市が来年、市政施行80周
年を迎えることを記念して、制
作費1,000万円のPR動画を

11月6日からYouTubeで公開した。「ひよ
こちゃんvsウォンバット」のタイトルで、イン
スタントラーメン発祥の地である同市の
観光大使、日清食品のひよこちゃんと、日
本で飼育されている7匹のうち5匹が同
市の五月山動物園にいるウォンバットが、
共に巨大化し対決するという異色作。往
年の特撮怪獣映画風のビジュアルはイラ
ストレーターの金子大輝氏に依頼。随所
に自虐ネタを交えつつ、同市の観光名所
を次 と々破壊しながらストーリーを展開す
る内容だ。動画は前後編あわせて8分ほ

どで、公開１週間の時点で再生数が5万
回を超えた。市の担当者は、「それぞれ
集客力のあるカップヌードルミュージアム
大阪池田と五月山動物園を中心に、あわ
せて市内を回遊してもらえる提案がした
かった。現在、池田市は朝ドラの舞台で
注目されており、予想以上の反響をいた
だいている。動画だけで終わらずに、実
際に池田市を訪れてもらいたい」と話す。

池

ひよこちゃん vs ウォンバット
池田市のPR動画に話題沸騰

動画には倉田市長
も「ウルトラ市長」と
して登場する。

全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

　計画期間と方針

木市の総合計画は、基本構想、
基本計画及び実施計画の三
階層で構成。全体の基本構想

は平成27年度～36年度の10年間とし、基
本計画は前後期の5年間。実施計画は毎
年の改定をいれながら5年を区切りに策
定している。「ほっといばらき もっと、ずっ
と」をスローガンに設定し、まちの将来像と
目指すべき方向性を示したうえで、実現の
ための施策と取組内容を明確化。行政だ
けでなく、市民や団体など各主体が行うこ
とも記している。

　市民参加で行政を動かす

阪と京都の中間にあり、都市
部へのアクセスが便利な住宅
地としての顔を持つ茨木市。

一方で市内に大学・短期大学6校をかか
え、学生が多い文教都市でもある。その
若い力を地域活性に取り入れようと、「い
ばらき・大学連携事業」など、学生と地域
が主体的にまちづくりを行う仕組みを整
えている。平成30年度は、同事業で9団
体の企画に支援が決定した。
　そんな同市の姿勢は総合計画作りにも
あらわれる。計画策定にあたっては、市民

市の未来を動かす 最上位プラン「総合計画」
市民とともに目指すまちづくりを

茨

大

自治体では、全ての施策の基本となり、まちづくりの根幹をなす「総合計画」を作成している。一般的に、目指す
将来像を記載する「基本構想」と、それを実現するための施策を記載する「基本計画」、具体的な事業を示す

「実施計画」によって構成され、総合計画は10年ごと、基本計画は5年ごとに見直しを行う場合が多い。
私たちが住む市では、どのような総合計画のもと、どこを目指して進んでいるのか。今回は茨木市を紹介する。

市民会館跡地活用の一例、「IBALAB」。この日は、茨木産作物などを販売するマル
シェが開催された。

の思いを重視。総合計画策定に向けての
さまざまな取組全体を「いばらきMIRAIプ
ロジェクト」と名づけ、アンケートや10回に
わたるワークショップを行い、まちづくり、福
祉、教育、子育てなどのさまざまな分野に
おいて広く意見交換を行った。その過程を
経た計画は、あるべきまちの姿に向け、市
民、大学、NPO、事業者、行政などが、そ
れぞれ主体的に取り組む課題と目標を決
め、具体的な行動にまで落とし込んだ構
成になっている。

　すべての子どもの育ちを支援

い世代に選ばれる魅力あるま
ちを目指すため、子育て・教育
を総合計画の重点プランに位

置づけている。市ではこども医療費の助成
対象を12歳から15歳に拡大。また、ベビ
ーシッター事業者が実施する訪問型病
児・病後児保育への補助など、安心して
子育てできるよう支援を強化している。
待機児童についても、既存の保育所や

認定こども園の建て替えによる定員の増
加、公立幼稚園の認定こども園化や保育
士の就職フェアをハローワークと共催し
保育士の確保に努めるなど、子どもの受
け入れを増やしている。住宅開発が進み
人口が増えている地域と、他のエリアとの
待機児童の差についても、解消すべき課
題として取り組む。
　小中学校教育では「茨木っ子グローイ
ングアッププラン」を策定し、同市の子ども
たちを豊かに育む教育施策を継続する。
平成20年から行ってきた同種の教育プラ
ンでは、学力低位層の割合減少や学習
意欲の向上などに効果が見られた。また
新たに外国語の講師を全学年に配置す
るなど、さらに施策を進めている。今後も

“一人も見捨てへん教育”をかかげ、児童
生徒への学習サポーター、教職員への業
務サポーターなどの支援員を学校に配置
し、教育活動全体を支援する。

　市民の交流機会を増やす

力ある中心市街地の整備のた
め、閉館した市民会館を含む跡
地エリアの活用についても地域

の力を活用している。市民自身で考え、作り
上げていく「育てる広場」をキーコンセプト

に、市民のコンクールや発表会などの“ハ
レの場“や誰もが心地よく使える憩いの場
とする基本構想を策定。実際の整備前に、
広場を作って使ってみようという社会実験

「IBALAB（イバラボ）」を、市民の企画で
行っている。平成30年11月まで、元市民会
館前に芝生広場をつくり、様 な々イベントを
実施。芝生張りからイベント企画、実施ま
で市民が参加し、どのような過ごし方・使
い方ができるかを検証する。社会実験で
得られた効果を測定することで、今後はよ
り魅力のある中心市街地を目指してエリア
整備を行う考えだ。
　市の担当者は「少子高齢化のなか、地
域を活性させるためには、いま茨木に住
む市民みんなが、自発的に考えて活発に動
くことが大切」と話す。そのために必要な市
民同士の“つながり”を増やすため、交流で
きる場や機会の支援を積極的に続けていく
としている。

総合計画策定
において開催
された市民ワー
クショップ。

市民会館前に芝生広場をつくるために、市民とともに
芝生張りを行った。
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少年による大麻事犯が急増  ～正しい知識と断る勇気で身を守ろう～

【 大麻取締法での罰則 】（例）所持・譲渡・譲受　5年以下の懲役
　　輸入・輸出・栽培　7年以下の懲役

【 少年に関する相談窓口 】最寄りの警察署（24時間対応）　または
少年総合相談（グリーンライン）TEL.06-6944-7867

（平日 9時～17時45分）

協力：大阪府警察

　近年、大阪では大麻の乱用で検挙された少年が増加傾向にある。平成25年中にお
ける少年の検挙人員は8人、平成29年中は39人だったが、平成30年10月末時点（暫
定値）では79人と年を追うごとに急増しており、過去最多に。深刻な状況となっている。
　大麻の所持・譲渡・譲受などの行為は、大麻取締法で規制されており、罰則の対象
となる。

　大麻の乱用は、脳の知的機能や記憶の形成を司る部位に悪影響を及ぼすなど
様 な々不具合を引き起こす。発達段階にある青少年期に構築される脳・神経系の正常
な発達及び成熟に障害を起こす可能性が高いといわれている。

大阪府警察から少年たちへ～自分を守るために～
大麻等違法薬物から自分を守るために「3つの勇気」を持とう
1. 「近づかない勇気」薬物など噂のある人物、グループ、場所に

近づかない。
2. 「キッパリと断る勇気」大麻などの違法薬物に誘われたとしても、

キッパリと断る。
3. 「相談する勇気」もし誘われたり、困ったことがあれば、警察署を

はじめ相談窓口に相談を。
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